
１　基本情報
（１）公の施設の名称

（２）施設の設置目的

（３）所管部局

（４）指定管理者名

（５）指定期間

（６）主な事業

（７）有料施設の有無

（８）公募・非公募の別

（９）主な利用者 （１０）市内における受益対象者数

（１１）近隣の類似施設名及び当該施設の評価に用いられている指標

無

不特定多数

特定非営利活動法人さつき野コミュニティ

平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日まで（５年間）

①施設の管理に関する業務（施設等貸出・利用料金の収受・人員の配置・
　施設利用案内・苦情対応）
②施設等の維持管理に関する業務（適正な維持管理・備品等の貸与及び購入・
　保守点検業務・施設及び備品の原状変更）
③その他の業務（緊急時等への対応・関係機関等との協議・市の広報業務への
  協力・規則及びマニュアル等の作成・保険加入・市との協議）

近隣地域の市民

有(利用料金制)

公募

　　　　　

住民相互の連帯意識の高揚を図り、自主的で多様な交流を促進するために設置

（さつき野コミュニティセンター）

指定管理者評価表

美原区役所　企画総務課

様式１

堺市立さつき野コミュニティセンター



２　管理運営状況

ア (人)
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（さつき野コミュニティセンター）

0

市への納付金の額 － － － － －

収支差額 1,209,314 942,644 258,556 287,442

4,975,897 5,357,303 6,053,474

292 265 319 333

1,618,585 1,588,042 2,005,850 1,597,012 1,649,000

2,816,125 3,224,823 3,441,461 3,743,634 3,891,000

541,187 544,438 606,163 712,429

－

6,300,0006,053,075

0

111 247 30 17

0 0 0 0

940,500 900,000

5,400,000 5,400,000 5,400,000 5,400,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度(予算)

19,004 18,182

良い14%・普通86%
・悪い0%

大変満足14%・満
足80%・不満6%

58.9 64.1

平成29年度 平成30年度

17,019 20,233

指定管理者名
特定非営利活動
法人　さつき野
コミュニティ

特定非営利活動
法人　さつき野
コミュニティ

特定非営利活動
法人　さつき野
コミュニティ

特定非営利活動
法人　さつき野
コミュニティ

特定非営利活動
法人　さつき野
コミュニティ

利用者の多くは地域で活動しているサークル等の団体である。これらの利用者と定
期的に意見交換会等を実施し、利用しやすい環境づくりに積極的に取り組んだ。ま
た、自主事業として情報発信事業、健康講座、サークル発表会を開催した。これら
の取組を通じて住民相互の連帯意識の高揚を図り、自主的で多様な交流を促進し
た。

指定管理料

利用料金

負担金

その他収入

（１）特筆すべき事項 (地域貢献等の実績、取組、成果等)

（２）利用者サービス

平成26年度 平成27年度 平成28年度

利用料金収入は、指定管理者制度導入以降一貫して増加している。支
出については、経費の節約に引き続き努めている。その結果、住民の
要望に応えつつ、公の施設である本施設をローコストで管理運営でき
ている。

「収支状況」における
市による状況分析

利用者数は、平成28年度から微減したものの、稼働率は上昇し
ている。15時以降の利用者数の低迷が今後とも課題である。

5,400,000

785,100 899,700 912,000

（３）収支状況（単位：円）

平成26年度 平成27年度

徴収委託の場合
の徴収額

－ － － － －

利用者数

利用者満足度
良い49%・普通49%
・悪い2%

良い56%・普通43%
・悪い0%

稼働率

利用者一人当たりの支出額

「利用者サービス」にお
ける市による状況分析

46.9 56.5

6,185,211

委託料
（　　）内は総支出額
に占める委託料の割
合

合　　　計

収入

人件費

その他経費

支出

合　　　計 6,299,947 6,312,030 6,340,517 6,300,000

(10.9%) (10.2%) (11.9%) (11.8%) (12.1%)

760,000



（さつき野コミュニティセンター）

３　目標管理、評価等

（１）適正な管理運営の確保

評価の
指標

①自主事業の開催数、参加者数
②利用者数
③施設稼働率

（設定理由）
「住民相互の連帯意識の高揚を図り交流を
促進する」という施設設置目的の達成度を
測るための適切な指標として設定した。

目標

①年間3回以上、参加者延べ100人
　以上
②年間1万5千人以上
③年間稼働率50%以上

（設定理由）
上記目的を達成したと一般的に認められる
水準として、施設規模や立地条件を勘案の
うえ設定した。

実績
①年間4回開催、参加者延べ380人
②年間18,182人
③年間稼働率64.1%

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

①目標の「3回・延べ100人」を大きく上回った。
②目標を大きく上回った。
③目標を上回った。この値は上昇を維持している
ものの、「午後3時～午後6時」の区分は依然低
い。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

毎年同じ時期に講座を開催することで地域
住民の間で定例イベントとして定着してい
ることがうかがえる。これまでの指定管理
者の取組みが地域住民に評価されているこ
とを示している。

対
応
策
等

今後は、新規利用者層の開拓として、初め
て当施設を来訪する人や初めて講座に参加
する人を増やすため、新たな取組を期待す
る。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

施設の利用状況からみて、地域コミュニ
ティとして一定の役割は果たせているが、
自主事業の活動展開に注力する必要がある
と考える。

自主事業のテーマ・内容及び広報手法など
を今後とも工夫する。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

平等利用、維持管理、人員配置、事故対応、安
全・緊急時対策等に関する特記事項

なし

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

意見交換会では利用者から様々な意見が提示されたが、
それらに対しては適切に対応していた。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

①自主事業の開催数、参加者数
（目標年3回、延べ100人）

― ― ―
年4回、延べ380人
※本項目は第2期（H29年度～）

に新たに設けた。

②利用者数 （目標1万5千人） 17,019 20,233 19,004 18,182

③施設稼働率 （50％以上） 46.9 56.5 58.9 64.1



（さつき野コミュニティセンター）

（２）利用者サービスの向上への取組

評価の
指標

利用者アンケート調査における
「自主事業（市民活動の成果発
表の場、講座）の内容」の項目

（設定理由）
自主事業内容の充実度を測るための適正な
指標として設定した。

目標
満足度「大変満足」「満足」合
計70％以上

（設定理由）
内容が相当程度に充実していたと一般的に
判断できる水準として設定した。

実績 平均95.8%

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

目標を大きく上回った。

なし

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

指定管理者が過去数年間の施設管理・自主
事業運営経験を通じて利用者ニーズを把握
し、それを事業企画に反映した結果、ここ
まで満足度の高い状態を実現できた。

対
応
策
等

アンケート回答欄に評価（満足、不満な
ど）の理由記入欄を設ける、選択肢を予め
用意しておくなど、不満の理由を調査しや
すくする工夫を期待する。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

利用者の満足度については平均点以上の評
価をいただいているが、不満と答えた方が
少数いるので、ゼロに近づけるべく努力し
たい。

不満と回答した理由を今後精査し、不満解
消に向けて努力したい。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

利用者サービス、利用促進、自主事業、人権尊
重に配慮した情報提供、利用者意見・要望の
反映等に関する特記事項

なし

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

利用者アンケート調査における「自
主事業の内容」の項目
（目標：満足度「大変満足」「満足」合
計70％以上）

― ― ―
95.8%

※本項目は第2期（H29年度～）
に新たに設けた。



（さつき野コミュニティセンター）

（３）収支の実績

評価の
指標 利用料金収入 （設定理由）

施設の安定的運営を維持するには、利用料
金収入の確保が不可欠である。

目標 年間800,000円以上 （設定理由） 管理運営にかかる支出額を考慮して設定

実績 940,500円

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

目標の800,000円を大きく上回った。

市の評価

評価 Ａ

具
体
的
な
理
由

利用者のニーズに応えて円滑に調整を行っ
てきた結果、利用料金収入が増加した。

対
応
策
等

今後も収支のバランスを健全な状態で維持
していただきたい。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ａ

毎月の予約受付時に利用者間の希望日程調
整を仲介するなどして、施設全体での稼働
率アップに努めた結果、収入が前年度実績
を上回った。

今後も稼働率向上に努めるとともに、経費
の適正執行も維持し、引き続き収支のバラ
ンスを保つ。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

収入増加のための取組、収支状況、経営状
況、経理事務等に関する特記事項

なし

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

なし

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
利用料金収入 785,100 899,700 912,000 940,500


